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み
ん
な
で
守
る
地
域
の
安
心
・
安
全

地
域
、
家
庭
、
学
校
の
三
者
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
活
動

東
六
小
学
校
で
は
昨
年
10
月
23
日
、
東
六
小
P
T
A
の

交
通
安
全
・
健
全
育
成
の
両
委
員
会
主
催
の
も
と
学
校
・

P
T
A
・
町
内
会
の
会
長
等
57
名
が
参
加
し
「
地
域
と
と
も
に

安
全
を
考
え
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
ま
ず
東

六
地
区
の
安
全
・
安
心
を
切
り
口
と
し
て
、
3
・
11
前
と
そ
れ

以
降
の
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

地
区
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
例
え
ば
東
六
小
の
通
学

路
で
も
っ
と
も
危
険
個
所
と
言
わ
れ
て
い
る
小
田
原
5
～
7
丁

目
・
シ
ェ
ル
ス
ト
ー
ン
（
理
髪
店
）
前
の
Ｔ
字
路
で
毎
朝
実
施

し
て
い
る
子
ど
も
会
の
お
母
さ
ん
方
と
町
内
会
と
の
協
力
連
携

に
よ
る
交
通
安
全
誘
導
や
、
そ
の
他
の
地
区
の
具
体
的
な
活
動

な
ど
を
取
り
あ
げ
て
、
真
剣
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、地
域
や
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る「
故
郷
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
学
校
防
災
教
育
モ
デ
ル
校
の
指
定
」「
お
宮
町
フ
ラ
ワ
ー

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
世
界
防
災
閣
僚
会
議
へ
の
参
加
」
な
ど

活
発
な
活
動
も
併
せ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。渡
部
力
校
長
は「
心

を
耕
す
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
交
わ
し
、
気
持
ち
が
通
じ
合
う
地

域
と
な
る
有
意
義
な
討
議
が
行
わ
れ
た
」
と
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

学
校
と
商
店
街
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

「
フ
ラ
ワ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
「
お
宮
町
フ
ラ
ワ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
育
て
た
花
を
商
店
街
に
飾

る
地
域
の
美
化
活
動
で
す
。
学
校
で
は
こ
の
事
業
を
理
科
や
社

会
の
授
業
と
連
動
さ
せ
る
と
と
も
に
、
商
店
街
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
よ
り
深
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
か
ね
て
よ
り
実
施
し

て
い
る
「
子
ど
も
1
1
0
番
の
店
」
の
取
り
組
み
と
も
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
美
化
活
動
だ
け
で
な
く
地
域
の
安
心
・
安
全

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
1
1
0
番
の
店
」
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
危
険
に

遭
遇
し
た
り
、
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き
安
心
し
て
立
ち
寄
れ
る

民
間
の
拠
点
と
し
て
、
安
心
・
安
全
の
面
か
ら
非
常
に
有
効
な

活
動
で
す
。「
こ
の
２
つ
の
事
業
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
商
店

街
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
つ
つ
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
く
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
４

月
は
新
入
学
の
季
節
で
す
。
是
非
親
子
で
通
学
路
を
一
緒
に
歩

い
て
い
た
だ
き
、
き
れ
い
な
花
を
愛
で
な

が
ら
子
ど
も
1
1
0
番
の
店
も
確
認
し

て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
宮
町
商
店
街
振
興

組
合
の
佐
藤
理
事
長
。
花
を
通
じ
て
つ
な

が
る
学
校
と
地
域
。
こ
う
い
っ
た
積
み
重

ね
が
着
実
に
地
域
の
安
心
・
安
全
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

海
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
る

「
民
間
交
番
」
の
取
り
組
み

宮
町
交
番
管
内
に
は
「
東
六
、北
六
、上
杉
、小
松
島
、中
江
」

の
５
つ
の
連
合
町
内
会
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
東
六
地
区
に
あ

る
26
の
町
内
会
の
う
ち
19
の
町
内
会
が
こ
こ
に
所
属
し
、
積
極

的
に
地
域
の
安
心
・
安
全
づ
く
り
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
50
年
代
に
暴
力
団
の
抗
争
事
件
が
発
生
す
る
と
、
危
機

感
を
持
っ
た
町
内
会
・
団
体
が
中
心
と
な
り
宮
町
地
区
防
犯
協

会
を
設
立
。
平
成
14
年
に
中
江
県
営
住
宅
（
中
江
公
園
隣
り
）

の
1
室
を
借
り
、
北
警
察
署
の
指
導
の
も
と
、「
民
間
交
番
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
宮
町
地
区
担
当
「
宮
町
交
番
」
と
連
携
し

て
地
域
防
犯
対
策
に
全
力
を
あ
げ
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
拠
点
と

し
て
住
民
自
ら
の
力
で
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

各
連
合
町
内
会
か
ら
推
薦
さ
れ
登
録
さ
れ
た
防
犯
実
働
隊
員

（
25
名
）
と
女
性
部
隊
員
（
40
名
）
が
複
数
の
パ
ト
ロ
ー
ル
班

を
組
織
。
徒
歩
に
よ
る
見
回
り
を
は
じ
め
、
青
色
回
転
灯
設
置

車
と
仙
台
北
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
の
広
報
車
を
活
用
し
て
管

内
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
通
学
路
の

安
全
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、空
き
巣
狙
い
、車
上
あ
ら
し
、車
・

自
転
車
の
窃
盗
、
街
頭
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
の
際
に
は
犯

罪
抑
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
な
ど
住
民
の
注
意
喚
起
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
間
交
番
の
取
り
組
み
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
数
多
く

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
県
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国
各
地

か
ら
視
察
団
が
訪
れ
、
一
昨
年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

家
警
察
関
係
者
の
視
察
も
受
け
入
れ
ま
し
た
。

な
お
、
中
央
署
管
内
に
属
す
る
東
六
地
区
７
町
内
会

も
、
本
町
交
番
・
仙
台
駅
前
交
番
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
の
防
犯
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
会
ご
と
に
取
り
組
む

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

　
独
自
の
活
動
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

◆
高た
か
ま
つ
ど
お
り

松
通
町
内
会

　
有
志
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
。
小
中
学
校
の
保
護
者
や
地
域
の
交

通
安
全
協
会
指
導
隊
、
防
犯
協
会
実
働

隊
員
と
も
連
携
。

◆
空か
ら
ほ
り
ち
ょ
う

堀
丁
町
内
会
と
六ろ
く
し
ん新
町
内
会
の

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
チ
ー
ム
・
車
く
る
ま
ど
お
り
な
ん
ぶ

通
南
部

町
内
会
・
金
き
ん
ち
ょ
う長
町
内
会

　
そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
の
反
射
式

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
て
、
児
童
の
登・

下
校
時
間
帯
や
夜
間
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
が
け
を
実
施
。

　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
地
道

な
活
動
に
よ
っ
て
、
地
域
内
で
の
犯

罪
、
放
置
自
転
車
、
落
書
き
等
が
目

立
っ
て
減
少
す
る
な
ど
、
着
実
に
効
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
活

動
に
目
を
向
け
る
と
と
も
に
、
機
会
が

あ
れ
ば
是
非
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

一
説
に
よ
る
と
、
住
民
が
地
域
の
安
心
・
安
全
に
関
心
が
低
い
と
犯
罪
や
事
故
が
増
え
て
い
く

の
だ
そ
う
で
す
。
住
民
の
「
無
関
心
」
は
「
荒
れ
た
地
域
」
に
つ
な
が
っ
て
い
き
が
ち
で
す
が
、

幸
い
に
し
て
東
六
地
区
に
は
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
の
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
そ
こ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
地
域
の
中

の
多
く
の
目
」
の
存
在
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
が
守
ら
れ
、
住
民
自
ら
の
力
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域

に
育
て
て
い
く
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

フラワーイノベーション
ロゴマーク
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み
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催
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催
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は
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の
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全
・
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心
を
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て
、
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・
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取
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介
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に
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わ
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携
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住
民
自
ら
の
力
で
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

各
連
合
町
内
会
か
ら
推
薦
さ
れ
登
録
さ
れ
た
防
犯
実
働
隊
員

（
25
名
）
と
女
性
部
隊
員
（
40
名
）
が
複
数
の
パ
ト
ロ
ー
ル
班

を
組
織
。
徒
歩
に
よ
る
見
回
り
を
は
じ
め
、
青
色
回
転
灯
設
置

車
と
仙
台
北
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
の
広
報
車
を
活
用
し
て
管

内
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
通
学
路
の

安
全
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、空
き
巣
狙
い
、車
上
あ
ら
し
、車
・

自
転
車
の
窃
盗
、
街
頭
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
の
際
に
は
犯

罪
抑
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
な
ど
住
民
の
注
意
喚
起
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
間
交
番
の
取
り
組
み
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
数
多
く

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
県
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国
各
地

か
ら
視
察
団
が
訪
れ
、
一
昨
年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

家
警
察
関
係
者
の
視
察
も
受
け
入
れ
ま
し
た
。

な
お
、
中
央
署
管
内
に
属
す
る
東
六
地
区
７
町
内
会

も
、
本
町
交
番
・
仙
台
駅
前
交
番
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
の
防
犯
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
会
ご
と
に
取
り
組
む

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

　
独
自
の
活
動
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

◆
高た
か
ま
つ
ど
お
り

松
通
町
内
会

　
有
志
に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
。
小
中
学
校
の
保
護
者
や
地
域
の
交

通
安
全
協
会
指
導
隊
、
防
犯
協
会
実
働

隊
員
と
も
連
携
。

◆
空か
ら
ほ
り
ち
ょ
う

堀
丁
町
内
会
と
六ろ
く
し
ん新
町
内
会
の

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
チ
ー
ム
・
車
く
る
ま
ど
お
り
な
ん
ぶ

通
南
部

町
内
会
・
金
き
ん
ち
ょ
う長
町
内
会

　
そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
の
反
射
式

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
て
、
児
童
の
登・

下
校
時
間
帯
や
夜
間
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
が
け
を
実
施
。

　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
地
道

な
活
動
に
よ
っ
て
、
地
域
内
で
の
犯

罪
、
放
置
自
転
車
、
落
書
き
等
が
目

立
っ
て
減
少
す
る
な
ど
、
着
実
に
効
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
活

動
に
目
を
向
け
る
と
と
も
に
、
機
会
が

あ
れ
ば
是
非
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

一
説
に
よ
る
と
、
住
民
が
地
域
の
安
心
・
安
全
に
関
心
が
低
い
と
犯
罪
や
事
故
が
増
え
て
い
く

の
だ
そ
う
で
す
。
住
民
の
「
無
関
心
」
は
「
荒
れ
た
地
域
」
に
つ
な
が
っ
て
い
き
が
ち
で
す
が
、

幸
い
に
し
て
東
六
地
区
に
は
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
の
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
そ
こ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
地
域
の
中

の
多
く
の
目
」
の
存
在
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
が
守
ら
れ
、
住
民
自
ら
の
力
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域

に
育
て
て
い
く
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

フラワーイノベーション
ロゴマーク
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読者の皆様から寄せられた古い写真と現在の街を比べて見ようという
【お宮町グラフィティ】企画。第 1回は宮町商店街のスナップ写真です
読者の皆様から寄せられた古い写真と現在の街を比べて見ようという

【お宮町グラフィティ】企画。第 1回は宮町商店街のスナップ写真です

東六地区の昔の写真大募集中！
038 プレス編集部では、本コーナーの定番
化をめざし、読者の皆様から地域の写真を
募集しています。採用された方には 2,000
円相当のわくわくカード商品券（宮町商店
街わくわくカード取扱店で使用可）をプレ
ゼントします。

連絡先：090（7932）5021
千葉富士男迄

昭和 35年〜 37 年頃の写真と思われる。中央のダットサン・ブルーバード 1200
は 69 万 5000 円。ハイライトが 70円、かけ蕎麦が 40円、大卒初任給が 1万 200
円の時代、庶民には高嶺の花だった。幌の車は昭和 34年誕生のマツダのオート 3輪
T1100 で、配送に大活躍した。右に津田商店の「たばこ」の看板と瀬戸魚屋の鮮魚
の看板、奥に本誌 Vol.02 で紹介した下駄と草履の専門店高橋はきもの店、左の電柱
には歯科きくちや吉田耳鼻科の看板が見える。手前を歩く女生徒と右奥にたたずむ制
服姿は待合せする五城中学校の生徒か？　道路はまだ舗装されず土煙でぼやけている
が、通りに「防犯で明るい家庭」の横断幕が見え、正面には仙台東照宮が望み見える。

お宮町グラフィティ〜よみがえるあの日あの頃

写真提供：宮町の藤野勝宣さん

第8回お宮町なるほどツアー

身近な商店街を巡る
この３月で 15周年を迎える商業施設アエルは、東六地区連合町内会の
エリアにあります。現在飲食やアパレルなど 35の店舗が入っており、一
昨年の 12月にはポケモンセンターもオープン。大人から子どもまで幅広
い客層が集まって来る人気のスポットです。
今回のツアーはアエルの人気の店舗を巡りました。

モンソーフルール本店は、パリのモンソー公園近く、花を使って自分らしさを演出す
るパリジャンお気に入りの店です。アエル１階のこの店も、花のある楽しいく
らしを提案しています。店内のディスプレーもパリ風で、種類豊富にずらり
と並んだ洋花の中から、好きな花を手に取って自由に選ぶことができます。
銀のスプレーが花びらに施されたバラの花を見つけました。月に 1度、
１輪だけ買っていく男子高校生がいるとか。花が紡ぐラブストーリー、
あなたもいかがですか？

アエル４階のオフィスベンダーは、毎日使う文具は勿論、個性的なデザインの
ものや、趣味の制作に使う材料など、約２万種類の商品が並ぶ東北最大級の文
具店です。充実の品揃えに加え、商品サンプルが随所に配置してあり、使い
心地を試してから買えるのも魅力です。
「力の弱い人でも使えるはさみや、消しゴムで消せるボールペンが売れてい
ます。文具は日々進化しており、それに伴い毎日、新商品が入荷しています」
と武山マネージャー。
マネージャーのいち押し「ツイストリングノート」を、文具の杜に探しに行こう！

2011 年 8 月に開店したスープカリィ専門店「ヴァサラロードアエル
店」は、本場札幌の有名店「ピカンティ」直伝の味が楽しめる店です。
店長おすすめの骨なしチキンのスープカリィは、スープの上に
ゴロゴロと大きな具が並び、スパイスの香りとともに、食欲を
刺激します。スープはさらりとしていて、ご飯にからめて口に
入れると、素材の旨みが広がります。深くまろやかな味わいはま
さしく薬膳料理です。
スープの種類、具、辛さ、ご飯の量、トッピングは、お好みで選べます。

次回の
ご案内

日時：5 月 11 日（土）午後 1 時　　集合場所：七十七銀行宮町支店前
参加費：お一人様　1,000 円　　定員：６名
ツアー内容： 熊野餅店　中野釣具店　肉巻きむすび仙臺屋
お申し込み：FAX：022-223-7988（FAX でお申し込み下さい。）

宮町が誇る新旧の名物を味わう
ツアーです。 （ ）

モンソーフルール

オフィスベンダー文具の杜

ヴァサラロード

パリの風を運ぶお花屋さん

スープカリィは薬膳料理

至東照宮

国道 45 号

パルコ

アエル
エスパル２

広瀬通り

仙台駅

花京院
スクエア

ホテル
パーク仙台１

宮
町
通
り

駅
前
通
り

東六番丁
小学校

営業時間：10 時～ 20 時
青葉区中央１丁目 3-1 １F ／ TEL：022-721-1787　

営業時間：10 時～ 20 時
青葉区中央１丁目 3-1 ４F ／ TEL：022-723-8020　

営業時間：10 時～ 21 時（平日）10 時～ 20 時（日・祝）
青葉区中央１丁目 3-1 １F ／ TEL：022-265-0551　

災害から住民を守る　青葉消防団宮町分団

消
防
団
は
、「
自
分
達
の
町
、

財
産
は
自
分
達
で
守
る
」
と

い
う
郷
土
愛
と
奉
仕
の
精
神

に
基
づ
き
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と 

し
て
、
消
防
隊
と
連

携
し
活
動
し
て
い
る
団
体
で

す
。
私
達
は
「
愛
す
る
町
、

笑
顔
な
町
、
楽
し
い
町
へ
」

を
心
に
、
普
段
は
仕
事
を
し

な
が
ら
、ひ
と
た
び
地
域
で
の
火
災
や
自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
、

機
械
器
具
置
場
や
現
場
に
集
結
し
活
動
を
し
ま
す
。
身
近
な
所
で

は
、
火
災
予
防
運
動
、
防
災
訓
練
、
東
照
宮
春
祭
り
や
東
六
夏
ま

つ
り
等
の
警
戒
活
動
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
防
火
広
報
、
夜
警
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
ま
す
。

（
お
話
／
畠
山
正
美
分
団
長

　取
材
／
高
橋
孝
敏
）

 

※
活
動
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
左
記
を
検
索
。

F
a
c
e
b
o
o
k
「
仙
台
市
青
葉
消
防
団
宮
町
分
団
」

団
員
募
集

・
青
葉
区
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
健

康
な
方
。 

・
階
級
に
応
じ
た
職
務
報
酬
が
あ
り
ま
す
。

・
活
動
中
の
怪
我
に
よ
る
治
療
費
や
休
業
時
の
災
害
補
償
、
活
動

5
年
以
上
の
方
に
は
退
職
報
奨
金
も
有
り
ま
す
。

・
活
動
に
際
し
て
の
制
服
、
作
業
服
、
編
上

げ
靴
（
安
全
靴
）
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

連
絡
先

　0
2
2
（
2
2
2
）
4
4
5
3

 

畠
山
正
美
分
団
長
ま
で

至東照宮

↑
●
宮
町
通
り

北六番丁 （撮影場所）

お買上いただ
いたお客様

に『038 プレ
スを見た』で

5%OFF
※ 4/30（火）

まで有効

お食事をされ
たお客様に

『038 プレス
を見た』で

コーヒー 1杯
サービス

※ 4/30（火）
まで有効

お買上いただ
いたお客様に

『038 プレス
を見た』で

粗品をプレゼ
ント

※ 4/30（火）
まで有効

文具の魅力を伝える

※数量限定、無くなり次第終了
※サービスカウンターまでお越し下さい
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営業時間：10 時～ 20 時
青葉区中央１丁目 3-1 ４F ／ TEL：022-723-8020　

営業時間：10 時～ 21 時（平日）10 時～ 20 時（日・祝）
青葉区中央１丁目 3-1 １F ／ TEL：022-265-0551　

災害から住民を守る　青葉消防団宮町分団

消
防
団
は
、「
自
分
達
の
町
、

財
産
は
自
分
達
で
守
る
」
と

い
う
郷
土
愛
と
奉
仕
の
精
神

に
基
づ
き
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と 

し
て
、
消
防
隊
と
連

携
し
活
動
し
て
い
る
団
体
で

す
。
私
達
は
「
愛
す
る
町
、

笑
顔
な
町
、
楽
し
い
町
へ
」

を
心
に
、
普
段
は
仕
事
を
し

な
が
ら
、ひ
と
た
び
地
域
で
の
火
災
や
自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
、

機
械
器
具
置
場
や
現
場
に
集
結
し
活
動
を
し
ま
す
。
身
近
な
所
で

は
、
火
災
予
防
運
動
、
防
災
訓
練
、
東
照
宮
春
祭
り
や
東
六
夏
ま

つ
り
等
の
警
戒
活
動
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
防
火
広
報
、
夜
警
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
ま
す
。

（
お
話
／
畠
山
正
美
分
団
長

　取
材
／
高
橋
孝
敏
）

 

※
活
動
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
左
記
を
検
索
。

F
a
c
e
b
o
o
k
「
仙
台
市
青
葉
消
防
団
宮
町
分
団
」

団
員
募
集

・
青
葉
区
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
健

康
な
方
。 

・
階
級
に
応
じ
た
職
務
報
酬
が
あ
り
ま
す
。

・
活
動
中
の
怪
我
に
よ
る
治
療
費
や
休
業
時
の
災
害
補
償
、
活
動

5
年
以
上
の
方
に
は
退
職
報
奨
金
も
有
り
ま
す
。

・
活
動
に
際
し
て
の
制
服
、
作
業
服
、
編
上

げ
靴
（
安
全
靴
）
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

連
絡
先

　0
2
2
（
2
2
2
）
4
4
5
3

 

畠
山
正
美
分
団
長
ま
で

至東照宮

↑
●
宮
町
通
り

北六番丁 （撮影場所）

お買上いただ
いたお客様

に『038 プレ
スを見た』で

5%OFF
※ 4/30（火）

まで有効

お食事をされ
たお客様に

『038 プレス
を見た』で

コーヒー 1杯
サービス

※ 4/30（火）
まで有効

お買上いただ
いたお客様に

『038 プレス
を見た』で

粗品をプレゼ
ント

※ 4/30（火）
まで有効

文具の魅力を伝える

※数量限定、無くなり次第終了
※サービスカウンターまでお越し下さい
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私
た
ち
の
街
に
あ
る

歴
史
の
な
ご
り

ね
ー
ね
ー
浄
園
房
さ
ん
、
ア

エ
ル
の
あ
る
所
も
私

た
ち
の
街
・
東
六
地

区
な
の
？

そ
う
な
ん
じ
ゃ
！

今
の
ア
エ
ル
や
大
塚

家
具
、
東
北
電

子
専
門
学
校
が

あ
る
所
は
東
六

地
区
で
の
う
、

藩は
ん
せ
い政
時じ
だ
い代
の
初
期
、
花か
き
ょ
う
い
ん

京
院

通ど
お

り
と
元も
と
て
ら寺
小こ
う
じ路
の
間
に
仙
台

藩
の
家
臣
、
上か
と
お
の
か
も
ん

遠
野
掃
部
の
屋

敷
が
あ
っ
た
か
ら
掃か
も
ん
ち
ょ
う

部
丁
と
呼

ば
れ
て
お
っ
た
。
今
、
末す
え
な
し無

掃か
も
ん
ち
ょ
う

部
丁
の
通
り
は
ア
エ
ル
、

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
前
か
ら

空か
ら
ほ
り
ち
ょ
う

堀
丁
へ
と
通
り
抜
け
が
で
き

る
が
の
う
、
そ
の
昔
、
空
か
ら
ほ
り
ち
ょ
う

堀
丁

の
通
り
は
掃か

も
ん部
の
屋
敷
に
突
き

当
り
、
袋ふ
く
ろ
こ
う
じ

小
路
を
意
味
す
る

末す
え
な
し無
を
つ
け
て
末す
え
な
し無
掃か
も
ん
ち
ょ
う

部
丁
と

言
わ
れ
て
お
っ
た
ん
じ
ゃ
。

へ
え
～
、
江
戸

時
代
の
お
侍
さ
ん

の
名
前
が
今
も
通
り
の
名
前
で

使
わ
れ
て
る
の
？

そ
う
な
ん
じ
ゃ
。

伊だ

て達
騒そ
う
ど
う動
【
寛か
ん
ぶ
ん
じ
け
ん

文
事
件
】
の

中
心
人
物
、
原は
ら
だ
か
い

田
甲
斐
の
一
族

が
事
件
後
に
責
任
を
取
る
形

で
、
男
子
は
乳
幼
児
を
含
め

全ぜ
ん
い
ん
せ
っ
ぷ
く

員
切
腹
、
斬ざ
ん
し
ゅ首
に
処
さ
れ

一い
っ
か家
は
断だ
ん
ぜ
つ絶
し
た
ん
じ
ゃ
。
そ

の
処
罰
が
な
さ
れ
た
の
が
こ
の

上か
と
お
の
か
も
ん

遠
野
掃
部
の
屋
敷
で
の
う
。

後
に
配は
い
ち
が

置
換
え
に
な
り
、
屋
敷

に
は
藩
の
御お
や
く
え
ん

薬
園
や
職し
ょ
く
に
ん
や
し
き

人
屋
敷

が
置
か
れ
た
ん
じ
ゃ
。

へ

え

～
、

伊だ

て達
騒そ
う
ど
う動
？

こ
の
事
件
は
全
国
的
に
も
大

騒
ぎ
に
な
っ
て
の
う
、
浄じ
ょ
う
る
り

瑠
璃

や
講こ
う
し
ゃ
く
し
た
ち

釈
師
達
が
好
ん
で
題
材
に

し
た
り
「
伽め
い
ぼ
く
せ
ん
だ
い
は
ぎ

羅
先
代
萩
」
と
い

う
歌か

ぶ

き
舞
伎
の
演
目
に
も
な
っ
た

り
、
山
本
周
五
郎
の
小
説
「
樅も
み

の
木
は
残
っ
た
」
の
題
材
と
さ

れ
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
と
し

て
放
映
さ
れ
た
こ
と
で
も
有
名

と
な
っ
た
の
う
。

そ
ん
な
大
事
件
に
関
係
の

あ
る
お
屋
敷
の
跡
が
私
た
ち

の
街
に
は
あ
る
ん
だ
ね
え
！

そ
う
じ
ゃ

の
う
、
今
に

残
る
東
六
地

区
に
あ
る
通

り
の
名
前
は
た
く
さ
ん

の
人
々
の
物
語
と
歴
史
に

彩
ら
れ
て
お
る
の
う
。

文
・
取
材
／
千
葉
富
士
男

　
イ
ラ
ス
ト
／
が
ん
じ
ー

●  

奨
学
金
の
リ
レ
ー  

●

0
3
8
プ
レ
ス
東
京
駐
在
編
集
委
員

三
岡 

昭
博

仙
台
市
内
の
大
学
に
進
学
し
た
Ｙ
君
は

こ
の
春
、
３
年
生
に
な
っ
た
と
思
う
。

一
度
し
か
会
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
芯
の
強

そ
う
な
青
年
だ
っ
た
。

　私
を
彼
に
会
わ
せ
た
の
は
東
京
に
住
む
50

代
後
半
の
女
性
だ
っ
た
。
震
災
か
ら
３
週
間

た
っ
た
こ
ろ
、
仙
台
の
勤
務
先
（
当
時
）
に

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　「お
宅
の
新
聞
に
出
て
い
た
高
校
生
に
奨
学

金
を
送
り
た
い
か
ら
、
取
り
次
い
で
ほ
し
い
」

　「あ
な
た
の
お
名
前
は
？
」

　「匿
名
で
お
願
い
し
た
い
」

　「申
し
訳
な
い
が
、
お
金
の
こ
と
で
仲
介
は

で
き
な
い
」

　そ
う
伝
え
、
公
的
機
関
に
義
援
金
を
出
す

よ
う
勧
め
た
。

　女
性
が
読
ん
だ
と
い
う
の
は
、
津
波
被
害

に
遭
っ
た
宮
城
県
内
の
高
校
３
年
生
を
取
材

し
た
記
事
だ
っ
た
。
大
学
に
合
格
し
た
も
の

の
、
進
学
前
に
津
波
で
両
親
と
兄
、
祖
母
を

失
っ
た
こ
と
や
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
避
難
所

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
励
ん
で
い
る
こ
と
、
進

学
が
無
理
な
ら
仕
事
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
じ
た
も

の
だ
っ
た
。

　「義
援
金
で
は
な
く
、
直
接
支
援
を
し
た
い

ん
で
す
」

　女
性
は
な
お
も
そ
う
言
い
、
こ
ん
な
話
を

し
た
。

　「私
は
、
あ
る
篤
志
家
に
援
助
し
て
も
ら
っ

て
進
学
で
き
た
。
今
と
な
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど

の
金
額
で
は
な
い
が
、
同
じ
額
を
彼
に
送
り

た
い
。
何
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
し
、

で
き
れ
ば
、
い
つ
か
彼
に
も
次
の
世
代
の
誰

か
に
こ
の
奨
学
金
を
つ
な
い
で
ほ
し
い
」

　話
を
聞
き
、
Ｙ
君
に
手
紙
を
書
く
よ
う
提

案
し
た
。
す
る
と
何
日
か
後
に
送
ら
れ
て
き

た
。
Ｙ
君
と
会
っ
た
の
は
、
避
難
所
に
そ
の

手
紙
を
届
け
に
行
っ
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
５
カ
月
、
手
紙
の
こ
と
を
忘
れ

て
い
た
夏
の
暑
い
日
、
女
性
が
私
の
職
場
を

訪
ね
て
き
た
。「
自
分
も
大
学
卒
業
後
の
一
時

期
、
仙
台
で
予
備
校
の
講
師
を
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
、
震
災
を
人
ご
と
と
は
思
え
な
い
」

と
い
う
話
を
さ
れ
た
。
曲
折
は
あ
っ
た
が
、

奨
学
金
は
Ｙ
君
に
託
さ
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　◇

今
年
も
３
・
11
を
前
に
仙
台
、
石
巻
、

東
松
島
を
歩
い
た
。
問
題
を
は
ら
み

な
が
ら
も
復
興
へ
の
歩
み
は
進
め
ら
れ
て
い

た
が
、
東
京
か
ら
見
る
被
災
地
と
実
際
と
は

や
は
り
違
う
。「
１
万
８
０
０
０
人
を
超
え
る

死
者
・
行
方
不
明
者
」
と
い
う
統
計
上
の
数

字
だ
け
で
震
災
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
そ
れ
の
み
で
は
や
が
て
風
化
し
て
い
く

だ
ろ
う
。「
一
人
の
死
」
と
数
限
り
な
い
「
一

つ
の
出
来
事
」
が
折
り
重
な
り
な
が
ら
時
間

と
空
間
を
埋
め
尽
く
し
た
の
が
「
３
・
11
後
」

だ
っ
た
。
奨
学
金
の
リ
レ
ー
も
そ
の
一
つ
と

し
て
心
に
と
ど
め
た
い
。
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《
浄じょ
う
え
ん
ぼ
う

圓
房
さ
ん
と
は
》

延えん
じ
ゅ
い
ん

寿
院
境
内
の
浄
圓
堂
に
お
ら
れ
る

「
浄
圓
房
大
権
現
」
で
あ
る
。

浄
圓
房
さ
ん
は
東
照
宮
の
別
当
に
い
た

僧
侶
で
、
羽は
ぐ
ろ黒
の
行
者
と
な
り
、
韋
駄
天

の
ご
と
き
走
力
を
得
、
麦
飯
を
釜
に
か
け

て
、
そ
れ
が
炊
き
あ
が
ら
な
い
う
ち
に
出

羽
の
羽
黒
山
へ
往
復
し
た
と
い
う
。

『
小こ
は
ぎ萩
伝で
ん
せ
つ説
』

　お
よ
そ
八
〇
〇
年ね

ん
ま
え前
、
小お

俵だ
わ
ら

邑む
ら

（
村む

ら

）
字あ

ざ

福ふ
く
ざ
わ沢
の
地ち

（
現げ

ん

・
福ふ

く
ざ
わ
ま
ち

沢
町

は
宮み

や
ま
ち町
の
隣り

ん
せ
つ
ち

接
地
）
に
小こ

は
ぎ萩
と
い
う

美う
つ
くし
い
女じ

ょ
せ
い性
が
住す

ん
で
い
た
。

　文ぶ
ん
じ治
五
年ね

ん

（
1
1
8
9
）
頼よ

り
と
も朝

の
平

ひ
ら
い
ず
み泉
征せ

い
ば
つ伐
の
時と

き

、
藤ふ

じ
わ
ら
の
ひ
で
ひ
ら

原
秀
衡
の

三さ
ん
な
ん男
忠た

だ

衡ひ
ら

の
姫ひ

め

（
五
歳さ

い

）
を
護ま

も

る

た
め
、
乳う

ば母
小こ

は
ぎ萩
が
一い

ち
め
い命
を
か
け

平ひ
ら
い
ず
み
泉
を
逃の

が

れ
た
。
そ
れ
か
ら
一
七

年ね
ん
ご後
、
主

し
ゅ
じ
ゅ
う従
共と

も

に
こ
こ
福ふ

く
ざ
わ沢
に
移う

つ

り

住す

ん
だ
。
姫ひ

め

の
死し

ご後
、
小こ

は
ぎ萩
は
尼あ

ま

に
な
り
福ふ

く
ざ
わ沢
明み

ょ
う
じ
ん
神
（
7
8
8
年ね

ん

の

創そ
う
け
ん建
、
こ
の
辺あ

た

り
で
は
最さ

い
こ古
の
社や

し
ろ

）

の
北き

た

に
お
堂ど

う

を
建た

て
（ 

古
こ
ち
ず
地
図
に

小こ
は
ぎ萩
尼に

庵あ
ん
あ
と跡
の 

記き
さ
い載
あ
り
）、
姫ひ

め

の

十じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん

一
面
観
音
菩ぼ

さ
つ薩
を
念ね

ん

持じ

仏ぶ
つ

と
し

て
祀ま

つ

り
そ
の
冥め

い
ふ
く福
を
祈い

の

っ
た
と
伝つ

た

え

ら
れ
て
い
る
。

　つ
わ
も
の
ど
も
の
歴れ

き
し史
の
片か

た
す
み隅

で
、
小こ

は
ぎ萩
の
残の

こ

し
た
露つ

ゆ
な
し無
の
歌う

た

が

福ふ
く
ざ
わ沢
神じ

ん
じ
ゃ社
の
石せ

き
ひ碑
に
残の

こ

る
。
以い

ら
い来

福ふ
く
ざ
わ沢
の
里さ

と

は
「
露つ

ゆ
な
し無
の
里さ

と

」
の
美び

め
い名

で
呼よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　十じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん

一
面
観
音
は
後の

ち

に
小こ

は
ぎ萩
観か

ん
の
ん音
と

称し
ょ
うさ
れ
、
今い

ま

は
仙せ

ん

岳が
く

院い
ん

境け
い
だ
い内
の
小こ

は
ぎ萩

観か
ん
の
ん
ど
う

音
堂
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
。
仙せ

ん
だ
い台

東と
う
し
ょ
う
ぐ
う

照
宮
の
東

ひ
が
し

地ち
く区
の
バ
ス
通と

お

り
に
は

露つ
ゆ
な
し無
の
松ま

つ

（
幾い

く

代だ
い
め目
か
の
）
と
碑ひ

ぶ
ん文

が
残の

こ

る
。
ま
た
記き

ろ
く録
に
よ
る
と
、
白し

ら

水み
ず
さ
わ沢
の
白は

く
す
い水
神じ

ん
じ
ゃ社
（
青あ

お
ば葉
区く

台だ
い
の
ば
ら原

一
）
の
南

み
な
み

斜し
ゃ
め
ん面
に
、「
小こ

萩は
ぎ
づ
か塚
」
が

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現げ

ん
ざ
い在
は
所し

ょ
ざ
い在

不ふ
め
い明
。
今こ

ん
ご後
の
調ち

ょ
う
さ査
が
待ま

た
れ
る
。

　何い
ず

れ
に
し
て
も 

人ひ
と

々び
と

に
慕し

た

わ
れ
、

永な
が

く
後こ

う
せ
い世
に
名な

が
残の

こ

る
と
い
う
こ
と

は
、
ど
う
し
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
。
き
っ
と
小こ

は
ぎ萩
は
顔か

お
か
た
ち
形
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
心こ

こ
ろ

も
絶ぜ

っ
せ
い世
の
美び

じ
ん人
だ
っ
た
と

し
か
私わ

た
し

に
は
思お

も

え
な
い
。（

白し
ら
か
わ川

　葎り
つ

）
小
こ は ぎ

萩観
かんのん

音堂
どう

の傍
そば

に佇
たたず

む美
び じ ん

人の石
せきぶつ

仏

学校の吹奏楽部や地域内で活躍する
音楽家など多彩な顔ぶれが出演

食べて語って楽しんで！
みなさんのお越しをお待ちしています。

●出演時間・出演順・出演者は当日変更や前後する場合がございます。
♪雨天の場合は体育館で開催します。♪荒天の場合は中止する時があります。♪学校の敷地内は禁酒・禁煙です。
♪駐車場はありませんので周辺駐車場をご利用下さい。♪野外での開催のため各自防寒具をご用意下さい。 樹齢 400 有余年のエドヒガンザクラ

会
場
:
仙
台
市
立
東
六
番
丁
小
学
校 

校
庭

日
時
:
平
成
25
年
4
月
13
日
（
土
）
11
時
〜
15
時
20
分

第７回
主催 : 東六地区連合町内会 　共催 : 仙台市立東六番丁小学校
■本事業は、東六地区連合町内会、関係諸団体、地域の協力企業、宮町商店街などの広告収入
で運営しております。

出 演

出 店

・まかない屋
・杜のマドンナ　
・韓国家庭料理  百済
・肉巻きむすび  仙臺屋　
・パティスリー  ミティーク

・くるみの木
・ワークつるがや　
・東六児童館  子育て支援クラブ
・東六小 PT А
・東六小さくら学級

地域にお住いの方々の交流の場として地域内の各学校、商店街・
町内会や各団体のご協力のもとに開催されます。

11:00 ～ 11:25 　五城中 吹奏楽部
11:25 ～ 11:35 　オープニングセレモニー　主催者挨拶
11:35 ～ 12:00 　和太鼓演奏連 千賀 

 ( 宮城で活躍する和太鼓集団 )

12:05 ～ 12:35 　“ ちーむぎゃっぱーず ”
 ( 地元で活躍する音楽家によるフルート & ピアノ )

12:35 ～ 13:00 　休憩
13:00 ～ 13:30 　東六小 スクールバンド 
13:35 ～ 14:05 　Crosby Band ( 在仙 プロのジャズメン )
14:10 ～ 14:35 　常盤木学園高校 吹奏楽部 
14:40 ～ 15:05 　咲

さ く ら
楽ウィンドオーケストラ 

( 仙台市を中心に活動するアマチュアの吹奏楽団体） 
15:10  　閉会宣言 

アエル
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私
た
ち
の
街
に
あ
る

歴
史
の
な
ご
り

ね
ー
ね
ー
浄
園
房
さ
ん
、
ア

エ
ル
の
あ
る
所
も
私

た
ち
の
街
・
東
六
地

区
な
の
？

そ
う
な
ん
じ
ゃ
！

今
の
ア
エ
ル
や
大
塚

家
具
、
東
北
電

子
専
門
学
校
が

あ
る
所
は
東
六

地
区
で
の
う
、

藩は
ん
せ
い政
時じ
だ
い代
の
初
期
、
花か
き
ょ
う
い
ん

京
院

通ど
お

り
と
元も
と
て
ら寺
小こ
う
じ路
の
間
に
仙
台

藩
の
家
臣
、
上か
と
お
の
か
も
ん

遠
野
掃
部
の
屋

敷
が
あ
っ
た
か
ら
掃か
も
ん
ち
ょ
う

部
丁
と
呼

ば
れ
て
お
っ
た
。
今
、
末す
え
な
し無

掃か
も
ん
ち
ょ
う

部
丁
の
通
り
は
ア
エ
ル
、

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
前
か
ら

空か
ら
ほ
り
ち
ょ
う

堀
丁
へ
と
通
り
抜
け
が
で
き

る
が
の
う
、
そ
の
昔
、
空
か
ら
ほ
り
ち
ょ
う

堀
丁

の
通
り
は
掃か

も
ん部
の
屋
敷
に
突
き

当
り
、
袋ふ
く
ろ
こ
う
じ

小
路
を
意
味
す
る

末す
え
な
し無
を
つ
け
て
末す
え
な
し無
掃か
も
ん
ち
ょ
う

部
丁
と

言
わ
れ
て
お
っ
た
ん
じ
ゃ
。

へ
え
～
、
江
戸

時
代
の
お
侍
さ
ん

の
名
前
が
今
も
通
り
の
名
前
で

使
わ
れ
て
る
の
？

そ
う
な
ん
じ
ゃ
。

伊だ

て達
騒そ
う
ど
う動
【
寛か
ん
ぶ
ん
じ
け
ん

文
事
件
】
の

中
心
人
物
、
原は
ら
だ
か
い

田
甲
斐
の
一
族

が
事
件
後
に
責
任
を
取
る
形

で
、
男
子
は
乳
幼
児
を
含
め

全ぜ
ん
い
ん
せ
っ
ぷ
く

員
切
腹
、
斬ざ
ん
し
ゅ首
に
処
さ
れ

一い
っ
か家
は
断だ
ん
ぜ
つ絶
し
た
ん
じ
ゃ
。
そ

の
処
罰
が
な
さ
れ
た
の
が
こ
の

上か
と
お
の
か
も
ん

遠
野
掃
部
の
屋
敷
で
の
う
。

後
に
配は
い
ち
が

置
換
え
に
な
り
、
屋
敷

に
は
藩
の
御お
や
く
え
ん

薬
園
や
職し
ょ
く
に
ん
や
し
き

人
屋
敷

が
置
か
れ
た
ん
じ
ゃ
。

へ

え

～
、

伊だ

て達
騒そ
う
ど
う動
？

こ
の
事
件
は
全
国
的
に
も
大

騒
ぎ
に
な
っ
て
の
う
、
浄じ
ょ
う
る
り

瑠
璃

や
講こ
う
し
ゃ
く
し
た
ち

釈
師
達
が
好
ん
で
題
材
に

し
た
り
「
伽め
い
ぼ
く
せ
ん
だ
い
は
ぎ

羅
先
代
萩
」
と
い

う
歌か

ぶ

き
舞
伎
の
演
目
に
も
な
っ
た

り
、
山
本
周
五
郎
の
小
説
「
樅も
み

の
木
は
残
っ
た
」
の
題
材
と
さ

れ
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
と
し

て
放
映
さ
れ
た
こ
と
で
も
有
名

と
な
っ
た
の
う
。

そ
ん
な
大
事
件
に
関
係
の

あ
る
お
屋
敷
の
跡
が
私
た
ち

の
街
に
は
あ
る
ん
だ
ね
え
！

そ
う
じ
ゃ

の
う
、
今
に

残
る
東
六
地

区
に
あ
る
通

り
の
名
前
は
た
く
さ
ん

の
人
々
の
物
語
と
歴
史
に

彩
ら
れ
て
お
る
の
う
。

文
・
取
材
／
千
葉
富
士
男

　
イ
ラ
ス
ト
／
が
ん
じ
ー

●  

奨
学
金
の
リ
レ
ー  

●

0
3
8
プ
レ
ス
東
京
駐
在
編
集
委
員

三
岡 

昭
博

仙
台
市
内
の
大
学
に
進
学
し
た
Ｙ
君
は

こ
の
春
、
３
年
生
に
な
っ
た
と
思
う
。

一
度
し
か
会
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
芯
の
強

そ
う
な
青
年
だ
っ
た
。

　私
を
彼
に
会
わ
せ
た
の
は
東
京
に
住
む
50

代
後
半
の
女
性
だ
っ
た
。
震
災
か
ら
３
週
間

た
っ
た
こ
ろ
、
仙
台
の
勤
務
先
（
当
時
）
に

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　「お
宅
の
新
聞
に
出
て
い
た
高
校
生
に
奨
学

金
を
送
り
た
い
か
ら
、
取
り
次
い
で
ほ
し
い
」

　「あ
な
た
の
お
名
前
は
？
」

　「匿
名
で
お
願
い
し
た
い
」

　「申
し
訳
な
い
が
、
お
金
の
こ
と
で
仲
介
は

で
き
な
い
」

　そ
う
伝
え
、
公
的
機
関
に
義
援
金
を
出
す

よ
う
勧
め
た
。

　女
性
が
読
ん
だ
と
い
う
の
は
、
津
波
被
害

に
遭
っ
た
宮
城
県
内
の
高
校
３
年
生
を
取
材

し
た
記
事
だ
っ
た
。
大
学
に
合
格
し
た
も
の

の
、
進
学
前
に
津
波
で
両
親
と
兄
、
祖
母
を

失
っ
た
こ
と
や
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
避
難
所

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
励
ん
で
い
る
こ
と
、
進

学
が
無
理
な
ら
仕
事
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
じ
た
も

の
だ
っ
た
。

　「義
援
金
で
は
な
く
、
直
接
支
援
を
し
た
い

ん
で
す
」

　女
性
は
な
お
も
そ
う
言
い
、
こ
ん
な
話
を

し
た
。

　「私
は
、
あ
る
篤
志
家
に
援
助
し
て
も
ら
っ

て
進
学
で
き
た
。
今
と
な
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど

の
金
額
で
は
な
い
が
、
同
じ
額
を
彼
に
送
り

た
い
。
何
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
し
、

で
き
れ
ば
、
い
つ
か
彼
に
も
次
の
世
代
の
誰

か
に
こ
の
奨
学
金
を
つ
な
い
で
ほ
し
い
」

　話
を
聞
き
、
Ｙ
君
に
手
紙
を
書
く
よ
う
提

案
し
た
。
す
る
と
何
日
か
後
に
送
ら
れ
て
き

た
。
Ｙ
君
と
会
っ
た
の
は
、
避
難
所
に
そ
の

手
紙
を
届
け
に
行
っ
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
５
カ
月
、
手
紙
の
こ
と
を
忘
れ

て
い
た
夏
の
暑
い
日
、
女
性
が
私
の
職
場
を

訪
ね
て
き
た
。「
自
分
も
大
学
卒
業
後
の
一
時

期
、
仙
台
で
予
備
校
の
講
師
を
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
、
震
災
を
人
ご
と
と
は
思
え
な
い
」

と
い
う
話
を
さ
れ
た
。
曲
折
は
あ
っ
た
が
、

奨
学
金
は
Ｙ
君
に
託
さ
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　◇

今
年
も
３
・
11
を
前
に
仙
台
、
石
巻
、

東
松
島
を
歩
い
た
。
問
題
を
は
ら
み

な
が
ら
も
復
興
へ
の
歩
み
は
進
め
ら
れ
て
い

た
が
、
東
京
か
ら
見
る
被
災
地
と
実
際
と
は

や
は
り
違
う
。「
１
万
８
０
０
０
人
を
超
え
る

死
者
・
行
方
不
明
者
」
と
い
う
統
計
上
の
数

字
だ
け
で
震
災
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
そ
れ
の
み
で
は
や
が
て
風
化
し
て
い
く

だ
ろ
う
。「
一
人
の
死
」
と
数
限
り
な
い
「
一

つ
の
出
来
事
」
が
折
り
重
な
り
な
が
ら
時
間

と
空
間
を
埋
め
尽
く
し
た
の
が
「
３
・
11
後
」

だ
っ
た
。
奨
学
金
の
リ
レ
ー
も
そ
の
一
つ
と

し
て
心
に
と
ど
め
た
い
。
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《
浄じょ
う
え
ん
ぼ
う

圓
房
さ
ん
と
は
》

延えん
じ
ゅ
い
ん

寿
院
境
内
の
浄
圓
堂
に
お
ら
れ
る

「
浄
圓
房
大
権
現
」
で
あ
る
。

浄
圓
房
さ
ん
は
東
照
宮
の
別
当
に
い
た

僧
侶
で
、
羽は
ぐ
ろ黒
の
行
者
と
な
り
、
韋
駄
天

の
ご
と
き
走
力
を
得
、
麦
飯
を
釜
に
か
け

て
、
そ
れ
が
炊
き
あ
が
ら
な
い
う
ち
に
出

羽
の
羽
黒
山
へ
往
復
し
た
と
い
う
。

『
小こ
は
ぎ萩
伝で
ん
せ
つ説
』

　お
よ
そ
八
〇
〇
年ね

ん
ま
え前
、
小お

俵だ
わ
ら

邑む
ら

（
村む

ら

）
字あ

ざ

福ふ
く
ざ
わ沢
の
地ち

（
現げ

ん

・
福ふ

く
ざ
わ
ま
ち

沢
町

は
宮み

や
ま
ち町

の
隣り

ん
せ
つ
ち

接
地
）
に
小こ

は
ぎ萩

と
い
う

美う
つ
くし

い
女じ

ょ
せ
い性

が
住す

ん
で
い
た
。

　文ぶ
ん
じ治
五
年ね

ん

（
1
1
8
9
）
頼よ

り
と
も朝

の
平

ひ
ら
い
ず
み泉
征せ

い
ば
つ伐
の
時と

き

、
藤ふ

じ
わ
ら
の
ひ
で
ひ
ら

原
秀
衡
の

三さ
ん
な
ん男
忠た

だ

衡ひ
ら

の
姫ひ

め

（
五
歳さ

い

）
を
護ま

も

る

た
め
、
乳う

ば母
小こ

は
ぎ萩
が
一い

ち
め
い命
を
か
け

平ひ
ら
い
ず
み
泉
を
逃の

が

れ
た
。
そ
れ
か
ら
一
七

年ね
ん
ご後
、
主

し
ゅ
じ
ゅ
う従
共と

も

に
こ
こ
福ふ

く
ざ
わ沢
に
移う

つ

り

住す

ん
だ
。
姫ひ

め

の
死し

ご後
、
小こ

は
ぎ萩
は
尼あ

ま

に
な
り
福ふ

く
ざ
わ沢
明み

ょ
う
じ
ん
神
（
7
8
8
年ね

ん

の

創そ
う
け
ん建
、
こ
の
辺あ

た

り
で
は
最さ

い
こ古
の
社や

し
ろ

）

の
北き

た

に
お
堂ど

う

を
建た

て
（ 

古
こ
ち
ず
地
図
に

小こ
は
ぎ萩
尼に

庵あ
ん
あ
と跡
の 

記き
さ
い載
あ
り
）、
姫ひ

め

の

十じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん

一
面
観
音
菩ぼ

さ
つ薩
を
念ね

ん

持じ

仏ぶ
つ

と
し

て
祀ま

つ

り
そ
の
冥め

い
ふ
く福
を
祈い

の

っ
た
と
伝つ

た

え

ら
れ
て
い
る
。

　つ
わ
も
の
ど
も
の
歴れ

き
し史
の
片か

た
す
み隅

で
、
小こ

は
ぎ萩
の
残の

こ

し
た
露つ

ゆ
な
し無
の
歌う

た

が

福ふ
く
ざ
わ沢
神じ

ん
じ
ゃ社
の
石せ

き
ひ碑
に
残の

こ

る
。
以い

ら
い来

福ふ
く
ざ
わ沢
の
里さ

と

は
「
露つ

ゆ
な
し無
の
里さ

と

」
の
美び

め
い名

で
呼よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　十じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん

一
面
観
音
は
後の

ち

に
小こ

は
ぎ萩
観か

ん
の
ん音
と

称し
ょ
うさ
れ
、
今い

ま

は
仙せ

ん

岳が
く

院い
ん

境け
い
だ
い内
の
小こ

は
ぎ萩

観か
ん
の
ん
ど
う

音
堂
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
。
仙せ

ん
だ
い台

東と
う
し
ょ
う
ぐ
う

照
宮
の
東

ひ
が
し

地ち
く区
の
バ
ス
通と

お

り
に
は

露つ
ゆ
な
し無
の
松ま

つ

（
幾い

く

代だ
い
め目
か
の
）
と
碑ひ

ぶ
ん文

が
残の

こ

る
。
ま
た
記き

ろ
く録

に
よ
る
と
、
白し

ら

水み
ず
さ
わ沢

の
白は

く
す
い水

神じ
ん
じ
ゃ社

（
青あ

お
ば葉

区く

台だ
い
の
ば
ら原

一
）
の
南

み
な
み

斜し
ゃ
め
ん面
に
、「
小こ

萩は
ぎ
づ
か塚
」
が

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現げ

ん
ざ
い在
は
所し

ょ
ざ
い在

不ふ
め
い明
。
今こ

ん
ご後
の
調ち

ょ
う
さ査
が
待ま

た
れ
る
。

　何い
ず

れ
に
し
て
も 

人ひ
と

々び
と

に
慕し

た

わ
れ
、

永な
が

く
後こ

う
せ
い世
に
名な

が
残の

こ

る
と
い
う
こ
と

は
、
ど
う
し
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
。
き
っ
と
小こ

は
ぎ萩
は
顔か

お
か
た
ち
形
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
心こ

こ
ろ

も
絶ぜ

っ
せ
い世
の
美び

じ
ん人
だ
っ
た
と

し
か
私わ

た
し

に
は
思お

も

え
な
い
。（

白し
ら
か
わ川

　葎り
つ

）
小
こ は ぎ

萩観
かんのん

音堂
どう

の傍
そば

に佇
たたず

む美
び じ ん

人の石
せきぶつ

仏

学校の吹奏楽部や地域内で活躍する
音楽家など多彩な顔ぶれが出演

食べて語って楽しんで！
みなさんのお越しをお待ちしています。

●出演時間・出演順・出演者は当日変更や前後する場合がございます。
♪雨天の場合は体育館で開催します。♪荒天の場合は中止する時があります。♪学校の敷地内は禁酒・禁煙です。
♪駐車場はありませんので周辺駐車場をご利用下さい。♪野外での開催のため各自防寒具をご用意下さい。 樹齢 400 有余年のエドヒガンザクラ
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場
:
仙
台
市
立
東
六
番
丁
小
学
校 

校
庭

日
時
:
平
成
25
年
4
月
13
日
（
土
）
11
時
〜
15
時
20
分

第７回
主催 : 東六地区連合町内会 　共催 : 仙台市立東六番丁小学校
■本事業は、東六地区連合町内会、関係諸団体、地域の協力企業、宮町商店街などの広告収入
で運営しております。

出 演

出 店

・まかない屋
・杜のマドンナ　
・韓国家庭料理  百済
・肉巻きむすび  仙臺屋　
・パティスリー  ミティーク

・くるみの木
・ワークつるがや　
・東六児童館  子育て支援クラブ
・東六小 PT А
・東六小さくら学級

地域にお住いの方々の交流の場として地域内の各学校、商店街・
町内会や各団体のご協力のもとに開催されます。

11:00 ～ 11:25 　五城中 吹奏楽部
11:25 ～ 11:35 　オープニングセレモニー　主催者挨拶
11:35 ～ 12:00 　和太鼓演奏連 千賀 

 ( 宮城で活躍する和太鼓集団 )

12:05 ～ 12:35 　“ ちーむぎゃっぱーず ”
 ( 地元で活躍する音楽家によるフルート & ピアノ )

12:35 ～ 13:00 　休憩
13:00 ～ 13:30 　東六小 スクールバンド 
13:35 ～ 14:05 　Crosby Band ( 在仙 プロのジャズメン )
14:10 ～ 14:35 　常盤木学園高校 吹奏楽部 
14:40 ～ 15:05 　咲

さ く ら
楽ウィンドオーケストラ 

( 仙台市を中心に活動するアマチュアの吹奏楽団体） 
15:10  　閉会宣言 

アエル



学校行事予定 (2013 年 4 ～ 6 月 ) * なお、2013 年 3 月上旬での予定のため、変更になる可能性もあります。ご了承下さい。

◆
今
号
の
表
紙
絵
に
つ
い
て

「
花
い
っ
ぱ
い
の
宮
町
」

こ
ど
も
た
ち
が
、
宮
町
の
お
店

お
店
に
お
花
を
届
け
る
大
作
戦
！

ス
タ
ジ
オ
に
も
、
ナ
ン
バ
ン
の

鉢
植
え
を
お
届
け
し
て
く
れ
ま
し

た
。し

ば
ら
く
室
内
に
置
い
て
お
く

と
、
見
事
に
真
っ
赤
に
熟
れ
て
、
き
れ
い
だ
な
と
一
冬
観
賞

し
て
い
ま
し
た
。
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
ど
う
も
あ
り
が
と

う
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

記
録
的
に
寒
か
っ
た
冬
が
去
り
、
い
よ
い
よ
草
木
が
芽
吹

く
春
が
や
っ
て
き
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　

  （
が
ん
じ
ー
）

◆
編
集
後
記

む
か
し
の
人
は
歩
く
以
外
に
、
目
的
地
へ
行
く
手
段
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し
も
先
人
に
な
ら
い
、
近
頃
は
車

を
避
け
て
な
る
べ
く
歩
く
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
宮
町
を

起
点
と
し
、
東
は
山
王
多
賀
城
・
西
は
西
多
賀
愛
子
・
南
は

名
取
岩
沼
・
北
は
根
白
石
泉
の
各
方
面
へ
。
片
道
の
距
離
は

五
㌔
～
、
時
に
ニ
〇
㌔
に
及
ぶ
で
し
ょ
う
か
。
宮
町
の
路
地

裏
や
周
辺
の
古
道
を
、
あ
れ
こ
れ
想
像
し
な
が
ら
歩
い
て
い

る
と
、
何
か
し
ら
発
見
が
あ
る
の
で
す
。
こ
ん
な
徒
歩
の
経

験
が
、
何
か
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
編
集
に
加
え
て
頂

き
ま
し
た
。

（
白
川

　葎
）

こ
れ
ま
で
は
０
３
８
プ
レ
ス
が
届
く
の
を
楽
し
み
に
待
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
よ
り
編
集
に
参
加
で
き
、
大
変
光

栄
に
思
い
ま
す
。
宮
町
は
と
て
も
歴
史
が
あ
り
、
宮
町
の
皆

さ
ん
と
お
話
し
す
る
だ
け
で
も
様
々
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。

特
に
私
の
よ
う
な
新
住
民
に
と
っ
て
昔
の
繁
栄
の
姿
は
驚
き

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
発
見
を
紙
面
づ
く
り
に
活
か
し
、

宮
町
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
和
田

　政
宗
）

SPECIAL THANKS　ご協賛へ感謝を込めて

この情報誌は、地域の情報発信と共有を通じ、地域活性化につなげることを目的としたフリーペーパーです。この趣旨に賛同いただき、より多くの
企業や団体、個人の皆様がご協賛を通じて事業を支えてくださいますよう、お願い申し上げます。

アエル株式会社 様
仙台市青葉区中央 1 丁目 3 - 1

TEL : 022 - 723 - 8000

協同組合みやぎ 
マルチメディア・
マジック様

積水ハウス（株）仙台支社 様
仙台市青葉区一番町 4 丁目 6-1　

仙台第一生命タワービルディング 5F
TEL : 022 - 722- 3640

◇東六番丁小学校
4 月 8 日（月） 8:45 ／ 13:00~ 着任披露式・始業式／入学式

4 月 12 日（金） 9:40 ～ 11:30 セーフティースクール

4 月 13 日（土） 11:00 ～ 15:20 第 7 回東六小の桜と音楽を愛でる会

4 月 20 日（土） 8:45 ～ 授業参観・ＰＴＡ総会・懇談会

5 月 25 日（土） 9:00 ～ 14:00 運動会

6 月 21 日（金） 8:45 ～ 15:10  東六の日・ドレミの森集会・懇談会

◇五城中学校
4 月 9 日（火） 9:00 ～ 入学式

4 月 26 日（金） 12:30 ～ 教育課程説明会・PTA 総会・学年学級懇談会

5 月 8 日（水） 8:50 ～ 授業参観日

6 月 8 日（土）～ 10 日（月） 市中総体

6 月 22 日（土） 8:50 ～ 休日授業参観

◇常盤木学園高等学校
4 月 9 日（火） 入学式

4 月 26 日（金） 音楽科コンサート（イズミティ 21）

6 月 1 日（土）～ 3 日（月） 高校総体

◇北六番丁小学校
4 月 8 日（月） 8:50 ～ 9:35 着任式・第 1 学期始業式

4 月 12 日（金） 登下校時間帯 子どもを守ろうデー

4 月 20 日（土） 授業参観・PTA 総会・懇談会

4 月 26 日（金） 春の遠足

5 月 1 日（水） 9:40 ～ 10:25 避難訓練

6 月 2 日（日）  北六学区大運動会 2013

6 月 7 日（金） お昼の校内放送 開校記念式

＜編集メンバー＞

主筆／海老一朗　　編集長／千葉富士男
編集委員／加藤久枝　鹿野恵美子　加納実　加美山朋　菊池ゆう子　木村くみ　佐藤正二　佐藤広行　佐藤正則　佐藤靖　宍戸俊彦　白川葎
高橋孝敏　永田良治　針生英一　針生奏子　福田雪江　三岡昭博　和田政宗（50 音順）　　顧問／今泉清二　　歴史顧問／伊勢民夫　
アドバイザー／内海睦夫　　イラスト／がんじー　　デザイン／星瑞枝　　協力／東北工業大学　ライフデザイン学部

お！宮町地域情報編集局
〒 980-0004 
仙台市青葉区宮町２丁目 3-13　宮町商店街振興組合内　
TEL 090-7932-5021( 千葉）E-mail ohmiyamachi@gmail.com

＜編集局からのお願い＞

　お宮町の昔の写真や逸話など、この町の情報を募集いたしており
ます。 情報をお持ちの方、取材の要望などがございましたら、右
の宛先までご連絡ください。

　第 21 回全国高等学校女子サッ
カー選手権大会が 1 月に、静岡
県磐田市で開かれました。常盤木
学園は決勝戦で、九州地区第１代
表の鹿児島県の神村学園高等部を
２－０で下し、昨年に続き見事に
優勝しました。同校の優勝は５回
目。日本を盛り上げている、なで
しこジャパンに多くの選手を輩出
しています。

東照宮春祭り
　 平 成 25 年 4 月 20 日

（土）・21 日（日）に、仙
台東照宮で行われる春祭で
は、神楽奉納、カラオケ大
会等が行われます。今年は
5 年 に 一 度 の 大 祭 に 当 た
り、神興渡御が行われる年
ですが、東日本大震災で壊
れた石垣補修のため、来年
に延期になりました。

街の掲示板


